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コ
ラ
ム 「使

命
に
つ
い
て
」 

法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
オ
イ
ス
カ
への
御
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

さ
て
、
故
杉
浦
利
金
顧
問
が
所
長
時
代
、
何
度
か
言
わ
れ
た
こ
と
で
私
の

心
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
オ
イ
ス
カ
に
は
英

霊
が
つ
い
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら
間
違
い
な
い
。
迷
っ
た
ら
だ
め
だ
ぞ
。
オ
イ
ス

カ
の
仕
事
は
自
信
を
持
っ
て
や
ら
ん
と
い
か
ん
」と
い
う
言
葉
。 

杉
浦
顧
問
は
直
接
創
立
者
の
薫
陶
を
受
け
た
世
代
で
、
当
時
の
職
員
は
、

創
立
者
を
信
じ
切
っ
て
、
オ
イ
ス
カ
活
動
を
突
き
進
め
て
、
「
無
」か
ら
開
拓
、

組
織
と
活
動
が
勢
い
よ
く
拡
大
し
た
時
代
で
し
た
。
当
時
の
私
は
オ
イ
ス
カ

で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
迷
い
が
あ
り
、
人
生
の
全
て
を
オ
イ
ス
カ
に
捧
げ

て
い
る
と
も
い
え
る
顧
問
の
姿
を
斜
に
構
え
て
見
て
い
た
の
で
す
。 

「使
命
」
と
書
い
て
、
「命
の
使
い
方
」と
読
め
る
の
で
す
が
、
「
命
の
使
い
方
」

に
は
２
通
り
あ
り
、
「
使
う
命
」と
「使
わ
れ
る
命
」が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。 

「
使
う
命
」
と
は
、
「自
分
の
た
め
に
使
う
」
こ
と
で
、
大
事
な
時
間
や
お
金
を

「
自
分
の
た
め
に
使
う
」
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
だ
れ
で
も
や
っ
て
い
る
当
然
の
こ

と
で
す
ね
。 

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
「
使
わ
れ
る
命
」
と
は
、
自
分
の
命
を
「自
分
以
外
の

人
に
使
わ
れ
る
」こ
と
で
、
大
事
な
時
間
や
お
金
を
「自
分
以
外
の
た
め
に
使

う
」こ
と
で
す
。
家
族
の
た
め
に
使
い
、
友
人
知
人
の
た
め
に
使
い
、
地
域
の
た

め
に
使
う
。
こ
う
し
て
「
使
わ
れ
る
命
」
の
輪
（円
・縁
）
を
広
げ
て
い
く
と
、
日

本
の
た
め
に
使
い
、
世
界
の
た
め
に
使
い
、
地
球
の
た
め
に
使
う
と
な
る
の
で

す
が
、
こ
の
輪
（円
・縁
）
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
活
動
こ
そ
が
、
実
は
オ
イ
ス

カ
運
動
の
核
心
に
な
る
わ
け
で
す
。 

オ
イ
ス
カ
の
会
員
様
は
、
こ
の
輪
（
円
・縁
）
の
最
も
大
き
な
方
々
で
あ
り
、

全
く
赤
の
他
人
と
も
い
え
る
海
外
の
研
修
生
を
支
援
し
、
何
千
キ
ロ
離
れ
た

国
や
地
域
で
地
球
緑
化
・
保
全
の
た
め
に
お
金
と
時
間
を
捧
げ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
わ
け
で
、
私
ど
も
に
言
わ
せ
れ
ば
最
も
尊
い
方
々
な
の
で
す
。 

杉
浦
顧
問
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
オ
イ
ス
カ
の
バ
ッ
ク
に
は
英
霊
が
つ
い
て

い
ま
す
。
会
員
様
と
共
に
、
日
本
の
た
め
に
、
世
界
の
た
め
に
、
地
球
の
た
め

に
で
き
る
小
さ
な
実
践
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
毎
朝
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
朝
礼
で
唱
和
し
て
い
る
言
葉
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

オ
イ
ス
カ
の
使
命
「
オ
イ
ス
カ
の
使
命
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
大
い
な
る
恩
恵

に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
人
々
を
育
ん
で
き
た
ふ
る
さ
と

を
愛
し
み
、
人
類
恒
久
平
和
建
設
の
大
道
に
献
身
す
る
こ
と
で
あ
る
」 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

セ
ン
タ
ー
所
長 

 
 

 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 農業担当者会議開催 

 

7月 6日㈭と 7日㈮、農業担当者会議が当センターで行われました。 

1 年に 1 回開かれる農業担当者会議に西日本、四国、中部、各センターの農業研修担当者が今年の開催地である中部日本研

修センターに集まりました。本部からも海外事業部の人材育成、海外連携の責任者が参加し農業生産、農業研修について話し

合いました。 

オイスカが海外から研修生を受け入れ農業研修を始めてから 

60年以上が経過し、各国を取り巻く環境は大きく変わりました。 

送り出し国の状況をしっかりと把握し、時代に合わせた研修内 

容を考える必要があります。しかし、基礎となる知識と目指すべ 

き方向は変わりません。 

会議期間中は朝６時から収穫、出荷準備の作業を参加者と 

研修生で行いました。 

「オイスカの特色は現場を持っていること」 

現場の経験をもとに、研修生と共に未来を語れる農業指導員 

が、今後もオイスカで活動を続けられるよう力を合わせて参り 

ます。 

 

                筑田副所長（筆） 

 



 

 

                             

                             

                             

                             

 

三重推進協議会講演会＆音楽の集い 
７月１４日（金）四日市総合会館にて三重推進協議会主催の三重推進協議会講演会

＆音楽の集いが開催されました。「東日本大震災の教訓を国内外で活かす」というテー

マでオイスカ東京本部 GSMの吉田部長が講演をし、海岸林プロジェクトの活動報告を

させていただきました。 

講演の後にはアンサンブルグループあさの会

によるコーラスがあり、懐かしい歌やみんなが

知っている定番の歌など、全 6 曲が披露され

ました。最後は「ふるさと」をお客さん含めみん

なで大合唱をして会場が一体感に包まれまし

た。 

                  中村仁美（筆） 

 

 

富士山の森つくり 
 

センターとしても毎年恒例となっており

ますが、今年は農業研修生４名、国際ボ

ランティア１名と共に富士山森づくり活動

に参加させていただきました。 

木を植え、添え木をし、周りを柵で囲

む。単純な作業ではありますがなかなか

難しく、やりがいのある活動でした。また

今年の木を植えながら、去年、一昨年、

その前に植えられた木が立派に育って

いる姿を見て、自分達の活動の大切さ

を改めて実感できる良い機会となりまし

た。 

農業研修生達も、この活動を通じて

日本に馴染みを感じてもらえたら、そして

それぞれに国に帰った後も、植林や間

伐の考え、意識を持って帰国してもらえ

たら公益財団法人オイスカとしてもうれし

く思います。     松岡 篤彦（筆） 

   

令和５年度 オイスカ豊田

市議会議員連盟総会 
 

６月２９日（木）豊田市議会南 72

委員会室において、令和 5年度オ

イスカ豊田市議会議員連盟総会

が開かれました。 

 令和 5 年度市議会議員選挙を

受け、山口光岳会長と深津眞一

副会長他役員の勇退に伴い、新

たに正副会長・幹事・事務局長が

選任されました。 

 新会長は、羽根田利明市議（4

期）、副会長古木吉昭副議長（4

期） 幹事は、杉本寛文市議（3

期）、海老澤要造市議（2 期）事務

局長は近藤厚司市議（2 期）が選

出され、新体制となりました。 

 総会では、「オイスカ活動への協

力推進」豊田市に対する諸施策の

提起」等が確認・申し合せされまし

た。 

 また、羽根田利明新会長のお声

がけもあり、新たに 7名の議員の新

入会が報告され、オイスカ豊田市

議連は 17名となりました。 

 

         小杉裕一郎（筆） 

 

イ
ン
タ
ー
ン
生
入
所 

松
本 

み
ら
い 

中
京
大
学
国
際
学
部
１
年 

高
校
生
の
時
に
、
ユ
ネ
ス
コ
委 

員
会
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も 

あ
り
、
高
校
生
の
時
か
ら
、 

環
境
問
題
を
解
決
す
る
活 

動
に
協
力
を
し
た
い
と
思
っ 

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、CS

O
 

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
動
を
通
し 

て
、
間
接
的
だ
け
で
な
く
、 

直
接
的
に
問
題
解
決
に
取 

り
組
み
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
新
た
な
問
題
解
決
の
方
法
を
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

荒
川 

良
寛 

名
城
大
農
学
部 

私
は
先
輩
か
ら
の
紹
介
を
き 

っ
か
け
に
こ
ち
ら
の
イ
ン
タ
ー 

ン
を
応
募
し
ま
し
た
。
海
外
の 

方
々
と
の
対
話
や
農
業
に
興 

味
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
現
地 

で
積
極
的
に
参
加
し
職
場
体 

験
を
通
じ
て
、
新
し
い
考
え 

方
や
発
見
が
得
ら
れ
る
こ
と 

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
活
動 

し
て
い
き
ま
す
！ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

四日市大学オイスカ講演会 
６月３０日（金）四日市大学 1年生の学生 200名大学 4 年かのうちに海外に行ってみ

る？国際協力してみる？というテーマのもと、オイスカの活動紹介をさせていただきまし

た。オイスカ全体の活動報告をしたあと、 

国際ボランティアとして研修をしてい 

るインドのソヌさんが南インドの活動 

紹介をさせていただきました。学生 

さんは熱心に話を聞いてくださり、授 

業が終わった後に、感想を言ってく 

れる学生さんもいました。今回のお 

話を聞いて海外に行ってみたい！ 

国際協力をしてみたい！という人が 

1人でもいたら嬉しいです。 

中村仁美（筆） 

 

 

 

 

游
都
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

８
月
２
４
日
㈭
、
遊
都
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
に
出
店
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
世
界
を
回
り
な
が
ら

N
P
O

法
人
と
し
て
活
動
す
る
池
田
哲
郎

先
生
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
素
晴
ら
し
い

話
し
を
始
め
、
長
期
入
院
患
者
の
た
め
に

病
院
を
回
り
、
子
供
達
を
元
気
に
す
る
活

動
を
し
て
い
る
コ
メ
デ
ィ
ク
ラ
ウ
ン
サ
ー
カ

ス
様
の
シ
ョ
ー
な
ど
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、

バ
ザ
ー
出
店
者

と
し
て
の
活
動
の

折
、
多
く
の
会
員

様
と
交
流
す
る

事
が
で
き
、
ま
た

今
回
は
４
人
も

の
イ
ン
タ
ー
ン
生

が
バ
ザ
ー
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

松
岡 

篤
彦
（
筆
） 

 

 

 
 

 

 

がインターン生入所 
松本 みらい 中京大学国際学

部１年 

高校生の時に、ユネスコ委 

員会に入っていたことも 

あり、高校生の時から、 

環境問題を解決する活 

動に協力をしたいと思っ 

ていました。そこで、CSO 

ラーニングの活動を通し 

て、間接的だけでなく、 

直接的に問題解決に取 

り組みたいと思い参加しました。活動

に積極的に取り組み、新たな問題解

決の方法を学びたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

  

荒川 良寛 名城大農学部 

私は先輩からの紹介をき 

っかけにこちらのインター 

ンを応募しました。海外の 

方々との対話や農業に興 

味をもっていたため、現地 

で積極的に参加し職場体 

験を通じて、新しい考え 

方や発見が得られること 

を目指して一生懸命活動 

していきます！ 

よろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

       
 
 

 

                      

                             

                             

                             

 

 

 

 

            

              

７・８月研修生の活動   グレゴリー（記） 

田
ん
ぼ
の
草
取
り 

    

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の 

追
肥
と
土
寄
せ 

    田
ん
ぼ
の
草
刈 

 

 

更
新
会
員
名
簿
（４
６
６
／
８
７
４
） 

安
城
（４
２
／
８
０
）
天
野
保
義
、
石
川
和
明
、
松

永
純
一
、
上
野
幸
三
、
井
上
泰
晴
、
小
木
曽
真

弘
事
務
所
、
神
谷
幹
子
、
神
谷
和
也
、
清
水 

清
、
ス
ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株
式
会
社
、
杉
浦

正
行
、
安
城
商
工
会
議
所
、
曙
工
業 

株
式
会

社
、
沓
名
正
夫
、
杉
浦
房
市
、
奥
谷
光
明
、
竹
本

和
彦
、
長
田
久
枝
、
大
見
哲
久
、
石
川
邦
英
、
三

浦
隆
敏
、
秀
成
会
、
安
成
工
業 

株
式
会
社
、
今

井
隆
喜
、
ヤ
ス
キ
建
設 

株
式
会
社
、
永
谷
俊

幸
、
成
田
正
規
、
あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組
合
、

安
城
印
刷 

株
式
会
社
、
鬼
頭
絹
江
、
錦
見
健

司
、
竹
下
忠
直
、
株
式
会
社 

レ
ジ
デ
ン
ス
・
カ
ミ

ヤ 岡
崎
（６
／
２
９
）
森
田
惣
一
、
株
式
会
社 

リ
リ

ー
ブ
プ
ロ
、
岡
崎
市
議
会
自
民
清
風
会 

奥
三
河
（３
／
７
）
後
藤 

齊 

刈
谷
（３
／
３
５
）
沼
田
昭
雄
、
岡
本
博
和
、
平
成

工
業 

株
式
会
社 

知
立
（１
２
／
９
）
高
橋
敦
子
、
知
立
神
社
、
近
藤

博
子
、
医
療
法
人 

研
信
会
知
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

鈴
木
哲
夫 

豊
田
（１
６
１
／
２
３
５
）神
谷
弘
生
、
合
資
会
社 

鳥
居
種
苗
店
、
深
津
由
子
、
あ
ず
き
庵
、
覚
勝

寺
、
矢
作
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
、
キ
ン

グ
パ
ン
協
業
組
合
、
伊
藤
晋
治
、
和
合
精
機 

株

式
会
社
、
今
井
英
夫
、
豊
田
汽
缶 

株
式
会
社
、

有
限
会
社 

マ
ル
ヰ
、
天
野
貴
章
、
牧
原
胃
腸
科

外
科
、
横
山
興
業 

株
式
会
社
、
え
す
ず 

株
式

会
社
、
大
河
内
鋭
造
、
豊
緑
化
技
研 

株
式
会

社
、
長
谷
川
靖
師
、
キ
ト
ウ
興
産 

株
式
会
社
、

名
古
屋
東
部
陸
運 

株
式
会
社
、
杉
本
寛
文
、
羽

根
田 

利
明
、
榎
屋
小
百
合
、
深
津
秀
仁
、
中
島

竜
二
、
海
老
澤
要
造
、
古
木
吉
昭
、
岡
田
耕
一
、

中
村
竹
夫
、
安
藤
寿
昭
、
兵
藤
慎
也
、
酒
井 

斉
、
松
原
一
也
、
株
式
会
社 

太
啓
、
有
限
会
社

エ
ス
ケ
イ
精
機
、
株
式
会
社 

三
重
設
計
、
堀 

清

一
、 

ト
マ
ト
の
管
理 

 

イ
ノ
シ
シ
よ
け
を 

作
り
ま
し
た 

 

キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫 

  

 

オ
イ
ス
カ
英
語
キ
ャ
ン
プ
復
活
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
た

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
（
英
語
キ
ャ
ン
プ
）

を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
夏
は
８
月
４
，
５

の
一
泊
二
日
で
、
年
長
さ
ん
か
ら
中
１
ま
で
２
３
名
の
キ

ャ
ン
パ
ー
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
日
本
で
は

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ

「ク
リ
ケ
ッ
ト
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
国
か
ら
き
て
い
る
イ
ン
ド
の
ソ
ヌ
さ
ん
や
ア
ビ
シ
ェ
ク

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
オ
イ
ス
カ
中
部
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
簡

素
化
！
笑
）の
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

海
外
か
ら
の
オ
イ
ス
カ
研
修
生
と
、
農
業
や
養
鶏
体

験
、
英
語
ク
ラ
ス
や
歌
は
も
ち
ろ
ん
外
国
の
ダ
ン
ス
や
ゲ

ー
ム
、
食
べ
物
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

特
別
な
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
頭
痛
が
し

た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
て
し
ま
っ
た
り
、
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
そ
ん
な
と
き
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
の
が

ご
両
親
以
外
の
あ
な
た
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
人
だ
っ
た

こ
と
も
、
よ
い
体
験
に
な
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
体
験
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
！ 

 
 

 
 
 

 

宗
像
ジ
ュ
イ
エ
（
筆
） 

 

流
し
ソ
ー
メ
ン 

 
 
 

 
 
 

積
み
木
広
場 

 

 
 

 



 

 

                            

                             

             
 

 
 

 
 

         
 

 
 

    

          

 

新
入
会
（
個
人
） 

長
谷
川
靖
師(

豊
田
市) 

岡
崎
市
議
会
自
民
清
風
会(

岡
崎
市) 

早
川
信(

豊
田
市) 

松
本
佳
子(

知
多
郡
美
浜
町) 

田
中
直
樹(

安
城
市) 

伊
藤
康
伸(

安
城
市) 

大
見
学(

安
城
市) 

石
川
健
一(

安
城
市) 

宮
崎
千
春(

安
城
市) 

竹
内
稜
人(

安
城
市) 

野
場
華
世(

安
城
市) 

原
田
和
虎(

海
部
郡
大
治
町) 

 

 

寄
付
金 

小
杉
ラ
ス
マ
リ
ア(

豊
田
市
、)

鈴
木
き
よ
み(

碧
南

市)

、
鍵
山
幸
一
郎(

神
奈
川
県
横
浜
市) 

小
杉
辰
雄(

豊
田
市) 

竹
本
和
彦(

安
城
市)

、
松
永
純
一(

安
城
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市)

、
森
藤
左
ェ
門(

名
古
屋
市) 

鈴
木
宏
枝(

碧
南
市)

、
松
本
佳
子(

知
多
郡
美
浜

町) 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

飯
田
園
子(

名
古
屋
市) 

ヤ
ス
キ
建
設 

株
式
会
社(

安
城
市) 

株
式
会
社
山
信
商
店(

豊
田
市) 

 

 

更
新
会
員
名
簿 

名
古
屋
北
（１
８
／
３
１
）
田
畑
和
紀
、
七
田

隆
二 

日
進
長
久
手
東
郷
（２
／
４
）
山
口
朝
子 

丹
羽
（
３
６
／
６
２
）
有
限
会
社 

大
森
新
聞

店
、
宮
岡
克
年
、
北
川
周
一
、
株
式
会
社 

い
ず
み 

西
尾
（２
／
３
３
）
ア
ス
カ
工
業 

株
式
会
社 

半
田
（１
７
／
２
１
） 

株
式
会
社 

森
島
商
店
、
有
限
会
社 

矢
田

化
学
工
業
、
株
式
会
社 

東
海
塗
装
工
業

所
、
有
限
会
社 

住
吉
金
物
機
器
セ
ン
タ
ー 

碧
南
高
浜
（
３
／
５
６
）
白
竹
建
設 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

所 み
よ
し
（
３
４
／
４
４
）
竹
谷
明
永
、
株
式
会

社 
花
田
鐵
工
所
、
佐
藤 

し
ま
子
、
坂
口
嘉

弘 セ
ン
タ
ー
（
１
９
／
４
０
）
内
藤
欣
憲
、
滋
賀

ダ
イ
ハ
ツ
販
売 
株
式
会
社
、
川
瀬
善
靖
、
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱ 

三
重
（２
４
／
２
５
）
三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト 

株
式

会
社
、
種
村
佳
知
、
中
西
幸
照
、
佐
久
間 

紀
、
わ
た
な
べ 

ピ
ア
ノ
教
室 

（七
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

 

イ
ン
ク
カ
ー
リ
ッ
ジ 

大
河
内
鋭
造(

豊
田
市) 

中
尾
洋
一(

豊
田
市) 

堀
池
尊
彦(

豊
田
市) 

 

 

 
更
新
会
員
名
簿 

中
野
利
弘
、
銀
屋
洋
、
辻 

宏
夫
、
笠
井
保

弘
、
犬
藤
奈
々
、
山
本
晃
久
、
高
濱
耀
圭

美
、
横
井
芳
典
、
中
村
仁
美
、
愛
東
運
輸 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

ミ
ク
ロ
技
研
工
業
、
医

療
法
人 

豊
和
会 
老
人
保
健
施
設
か
ず
え

の
郷
、
深
津
憲
男
、
ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク 

株
式
会

社
、
阿
部
洋
祐
、
豊
田
市
長
、
日
比
正
弘
、

豊
田
信
用
金
庫
、
有
限
会
社 

豊
和
事
務

機
、
有
限
会
社 

小
池
牧
場
、
小
杉
裕
一
郎
、

中
神
千
治
、
オ
カ
タ
産
業 

株
式
会
社
、
豊

田
化
学
工
業 

株
式
会
社
、
大
東
工
業 
株

式
会
社
、
後
藤
敦
司
、
安
東
麗
子 

名
古
屋
（
４
１
／
７
２
）
学
校
法
人 

聖
英
学

園
、
中
部
日
本
放
送 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
、
株
式
会
社 

ノ
リ
タ
ケ

カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
、
お
こ
の
み
焼
三
五
、

立
憲
民
主
党
愛
知
県
参
議
院
選
挙
区
第

2

総
支
部
、
株
式
会
社 

中
日
新
聞
社
、
ブ
ラ

ザ
ー
工
業 

株
式
会
社
、
中
部
電
力 

株
式
会

社
、
東
邦
ガ
ス 

株
式
会
社
、
日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社
、
日
本
特
殊
陶
業 

株
式
会
社 

名
古
屋
東
（
１
９
／
３
１
）
株
式
会
社 

大
喜

荘
、
株
式
会
社 

ト
ラ
ン
ソ
ニ
ッ
ク 

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
、
株
式
会
社 

ハ
イ
パ
ー
ブ
レ
イ
ン
、
千
古

乃
岩
酒
造 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

水
野

誉
十
郎
商
店
、
天
神
山
電
設 

株
式
会
社
、

株
式
会
社 

き
と
き
と
、
可
児
興
業 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

か
ん
し
ゃ
、
木
下
工
業 

株

式
会
社
、
矢
野
建
設 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・ジ
ャ
パ
ン 

名
古
屋
西
（１
１
／
２
７
）
鈴
木 

覚
、
森
川
史

恵
、
清
水 

寿
、
岩
下
玲
子
、
織
田
英
嗣
、
加

藤
慎
二 

名
古
屋
南
（
８
／
１
９
）
正
田
晴
一
、
有
限
会

社 

五
空
、
有
限
会
社 

佐
土
谷
、R

oy
al 

A
B
S
 C

om
p
an

y
 L

im
ited

 Jap
an

、
中
里
高

之
、
後
藤
公
平
、
マ
イ
ス
タ
ー 

株
式
会
社 

 

寄
付
金 

森
田
惣
一(

豊
田
市)

、
梅
村
清
春(

豊
田
市)

、
有

限
会
社
香
ノ
木
商
事(

蒲
郡
市)

、
深
津
由
子(

豊

田
市)

、
株
式
会
社
芝
テ
ク
ノ(

名
古
屋
市)

、
鰐

部
兼
道(

み
よ
し
市)

、
吉
村
淳
子(

瀬
戸
市)

、
シ
マ

ツ
株
式
会
社(

刈
谷
市)

、
知
立
神
社(

知
立
市) 

牧
野
内
隆
夫(

豊
田
市)

、
神
野
重
行(

名
古
屋
市) 

勝
田
好
和(

豊
田
市)

、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県

第62

団(

豊
田
市)

、
木
村
初
恵(

豊
田
市) 

小
杉
裕
一
郎(

豊
田
市)

、
佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

株
式
会
社
淺
野
機
械
工
業
所(

豊
田
市) 

杉
田
雅
裕(

岡
崎
市)

、
小
林
四
郎(

安
城
市) 

愛
知
ダ
イ
ハ
ツ
株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

一
般
財
団
法
人
タ
イ
ム
技
研
社
会
貢
献
委
員
会

(

丹
羽
郡
大
口
町)

、
株
式
会
社
サ
ン
コ
ー(

み
よ
し

市)

、
株
式
会
社
鈴
木
産
業(

名
古
屋
市
、)

松
野

誠
寛(

香
川
県
高
松
市)

杉
浦
房
市(

高
浜
市)

、 

市
原
さ
お
り(

名
古
屋
市)

、
浪
速
金
液
株
式
会

社(

名
古
屋
市)

、
株
式
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク(

名
古

屋
市)

、
オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会(

豊
田
市) 

村
上
典
子(

江
南
市)

、
吉
川
久
喜
子(

名
古
屋
市) 

吉
見
明
博(

三
重
県
四
日
市
市)

、
株
式
会
社
三

好
製
作
所(

み
よ
し
市)

、
加
藤
喜
昭(

名
古
屋
市) 

四
日
市
電
機
株
式
会
社(

三
重
県
四
日
市
市) 

オ
イ
ス
カ
三
重
推
進
協
議
会(

三
重
県
四
日
市

市)

、
廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市)

、
光
岡
保
之(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市)

、
山
口
朝
子(

日
進
市) 

神
野
幸
代(

名
古
屋
市)

、
野
口
里
美(

豊
田
市) 

富
田
司(

常
滑
市)

、
羽
根
渕
保
博(

額
田
郡
幸
田

町)
、
竹
内
米
子(

三
重
県
四
日
市
市) 

東
洋
金
属
株
式
会
社(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

河
合
秀(
豊
田
市)

、
塚
本
隆
敏(

み
よ
し
市) 

塩
谷
泰
羊(
み
よ
し
市)

、
ヤ
マ
フ
土
地(

半
田
市) 

鈴
木
き
よ
み(
碧
南
市)

、
鍵
山
幸
一
郎(

神
奈
川

県
横
浜
市)

、
小
杉
辰
雄(

豊
田
市) 

株
式
会
社F

or N
atu

re(
名
古
屋
市) 

窪
谷
千
代
美(

豊
田
市)

、
久
代
利
通(

岡
崎
市) 

 

 

寄
付
品 

梅
村
清
春(

豊
田
市) 

園
部
宣
治(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

株
式
会
社
サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

し
ん
ば
し
や(

知
立
市) 

シ
ノ
ザ
ワ
ホ
ー
ム(

豊
田
市) 

タ
イ
ム
技
研 

株
式
会
社(

丹
羽
郡
大
口
町) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

渡
辺
洋
地(

千
葉
県
柏
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業
株
式
会
社(

安
城
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 


